


















































































































































































































































































設問 前後 ア イ ウ エ ｎ
１ 前 25(50) 11(22) 6(12) 8(16) 50
後 0( 0) 0( 0) 11(22) 39(78) 50
２ 前 28(56) 10(20) 7(14) 5(10) 50
後 0( 0) 2( 4) 12(24) 36(72) 50
３ 前 22(44) 12(24) 9(18) 7(14) 50
後 0( 0) 5(10) 4( 8) 41(82) 50
４ -１ 前 19(38) 22(44) 4( 8) 5(10) 50
後 38(76) 10(20) 2( 4) 0( 0) 50
４ -２ 前 28(68) 6(15) 5(12) 2( 5) 41
後 0( 0) 0( 0) 3( 7) 38(93) 41
５ 前 18(36) 21(42) 8(16) 3( 6) 50
後 0( 0) 2( 4) 10(20) 38(76) 50
６ 前 15(30) 20(40) 10(20) 5(10) 50
後 3( 6) 4( 8) 20(40) 23(46) 50
７ 前 4( 8) 17(34) 25(50) 4( 8) 50
後 3( 6) 15(30) 28(56) 4( 8) 50
(括弧内は対象教員数ｎに対する割合(％))
表２　教員の不安感の変容
6支援され、不安を解消させていると考えられる。
（４）設問４－１、４－２について
　指導資料を使用する前に、「この単元では、教
材としてデジタルコンテンツが必要である」と感
じている教員が、必要でないと感じている教員よ
りも有意に多い（χ２（３）＝20.880,p＜.01）。必要
であると感じている教員の選択理由記述は、表現
の違いはあるものの、そのほとんどが「観察でき
ない時の補充」、「映像があると分かりやすくな
る」というものであった。このことから、教員は
観察の補完と分かりやすさをデジタルコンテンツ
に期待していると考えられる。しかし、教材研究
を行っても、「適当なデジタルコンテンツが見つ
からない」と回答した教員が多かった（χ２（３）
＝41.829,p＜.01）。このことから、授業に必要な
デジタルコンテンツが整備・整理されていない現
状であると言える。
　指導資料を使用した後では、アを選択した人数
が大幅に増え（76％）、「デジタルコンテンツは必
要ない」と考える教員は４％になった（χ２（３）
＝32.345,p＜.01）。その理由については、表現の
違いはあるものの、「子どもにとって分かりやす
いデジタルコンテンツがある」、「子どもにとって
分かりやすいデジタルコンテンツと学習の流れに
なっている」というものが多かった。このことか
ら、指導資料に収録されているデジタルコンテン
ツは観察を補完するもので、子どもにとって分
かりやすいものになっていると教員が実感した
と考えられる。また、「適当なデジタルコンテン
ツが見つからない」とした教員は０名で、93％
の教員が「見つかった」ととらえた（χ２（３）＝
682.800,p＜.01）。このことから、指導資料に収録
されているデジタルコンテンツは、授業に必要な
ものであると認識されたと考えられる。
（５）設問５について
　表２において、アとイを「利用方法が分からな
い群」、ウとエを「利用方法が分かる群」として
直接確率計算１×２で比較した。その結果、指導
資料を使用する前に、「デジタルコンテンツの適
切な利用方法が分からない」と感じている教員が、
「分かる」と感じている教員よりも有意に多い（両
側検定：p＝0.0000,p＜.01）。「分からない」と回
答した教員の選択理由記述は、表現の違いはある
ものの、そのほとんどが「どの場面で提示したら
よいか不安である」、「どんなデジタルコンテンツ
を選べばよいか分からない」というものであった。
このことから、用意されているデジタルコンテン
ツを生かして授業をデザインしようと考えるが、
その生かし方に不安を抱える傾向にあると考えら
れる。
　指導資料を使用した後では、「利用方法が分か
る」としている教員は76％になった（χ２（３）＝
444.024,p＜.01）。その理由については、表現の違
いはあるものの、そのほとんどが「指導略案に使
用する教材の提示の仕方やポイントが示されてい
る」というものであった。このことから、教材が
指導略案に明確に位置付けられていることで、教
員のデジタルコンテンツを活用した授業に対する
不安を解消させていると考えられる。
（６）設問６について
　表２において、アとイを「不安がある群」、ウ
とエを「不安がない群」として直接確率計算１×
２で比較した。その結果、指導資料を使用する前
に、「デジタルコンテンツを活用した場合、自分
の授業スタイルに当てはまらないという不安があ
る」と感じている教員が、「不安がない」と感じ
ている教員よりも多い（両側検定：p＝0.0066,p
＜.01）。「不安がある」と回答した教員の選択理
由記述は、表現の違いはあるものの、そのほとん
どが「今まであまり使っていないのでイメージで
きない」、「デジタルコンテンツを見せて終わって
しまうのではないか」、「考えさせることができる
のか不安」というものであった。このことから、
教員は考えさせる授業をデザインしようとする
が、デジタルコンテンツでは考えさせることがで
きないととらえていると考えられる。
　指導資料を使用した後では、「不安がない」と
とらえた教員が多い（p＝0.0000,p＜.01）。その理
7由については、表現の違いはあるものの、そのほ
とんどが「デジタルコンテンツをうまく使えば効
果的に考えさせることができる」、「デジタルコン
テンツの使い方が分かった」というものであった。
このことから、教材を指導略案に明確に位置付け
た指導資料によって、「今までの問題解決的な学
習過程に効果的にデジタルコンテンツを導入でき
る」と認識されたと考えられる。
（７）設問７について
　表２において、アとイを「不十分だととらえる
群」、ウとエを「不十分だととらえない群」とし
て直接確率計算１×２で比較した。その結果、指
導資料を使用する前は、ほぼ半数どうしで群間に
差は生じていない。また、指導資料を使用した後
も、その傾向はほとんど変わらない。この点につ
いては、指導資料の影響はないと言える。
（８）設問１～７の総括
　上記のことから、『「Moon & Sun」セット』は、
教材を指導計画に明確に位置付けたものになって
いることで、教員の指導に対する不安を解消する
とともに、授業デザインを支援し、より実用的な
デジタル指導資料になっていると言える。
　また、設問７の使用後の記述に、「指導略案を
自分なりに書き換えることができる」という記述
も多くあった。このことから、『「Moon & Sun」
セット』は、汎用性の高い指導資料になっている
と考えられる。
５．おわりに
　デジタルコンテンツなどＩＣＴを活用した授業
を行うには、教員の指導に対する不安を考慮した、
指導資料が必要であることが明らかとなった。特
に、教材を指導計画に明確に位置付けた指導資料
とすることが重要であると言える。
　今後は、デジタルコンテンツを開発するに当た
り、その提示方法や活用のポイントも提供できる
ようにしていくことが重要であろう。また、単元
を通して教材を整理することも必要となろう。さ
らに、ＩＣＴ活用促進と、個々の教員の柔軟な授
業デザインができる条件とのバランスはどこなの
か、今後検討していく必要がある。
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